
令和 5(2023) 年度とちぎ地域づくリ担い手育成事業　主催：栃木県　運営協力：NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク

事 例 に 学 ぶ ！
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地 域 づ く り 実 践 者 向 け ！ 地 域 づ く り 担 い 手 支 援 プ ロ グ ラ ム

地 域 づ く り
ス キ ル ア ッ プ
地 域 づ く り
ス キ ル ア ッ プ
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c l a s s 1 広 が る 、 続 く 地 域 づ く り 活 動 の す す め 方
 ( 地 域 づ く り 実 践 運 営 概 論 )

「若者の力を活かして地域の活性化、課題解決を加速することを使命とし、人材育成、事業支援、組織間コーディネートを実施。アイデ
アから事業創出、事業拡大等の創業前から事業支援等に携わってきた経験を踏まえ、「思いつきで続かない地域づくり」を「仲間が広が
り続く地域づくり」の違いは何か、活動を進めることと運営を整えることの両輪の必要性を学ぶ。加えて、地域づくり活動の創り方、
運営の仕方、ボランティアコーディネーション（市民参画手法）についても紹介。令和 2 年度栃木県経済同友会「社会貢献活動賞」同
年北村まち・ひと・しごと創生（地方創生）担当大臣視察等

〈 時 間 〉 10 : 3 0 ～ 12 : 3 0

〈 講 師 〉 NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク 代表理事 岩井  俊宗  氏

地域づくりにおける人材育成、事業支援、組織間コーディネートを行い、事業創出、事業拡大等の創業前から事業支援等に携わってき
た経験を踏まえ、「思いつきで続かない地域づくり」と「仲間が広がり続く地域づくり」の違いは何か、活動を進めることと運営を整え
ることの両輪の必要性を学ぶ。加えて、地域づくり活動の創り方、運営の仕方、ボランティアコーディネーション（市民参画手法）の
理解を深めていきます。

〈 講 座 内 容 〉

地 域 お こ し 協 力 隊 発 ！
地 域 に 根 づ き 、 活 性 化 を 事 業 に す る

H22 十日町市地域おこし協力隊として活動。農業や除雪などの豪雪地の地域活動と深く関わり、活動期間中の東日本大震災翌日の
3.12 長野県北部地震（最大震度６強）や 同年 7 月の新潟福島豪雨、豪雪を地域の方々と一体となり全ての災害を乗り越えたことで「本
物の生きる力」を学ぶ 。その後、地域おこし協力隊サポート人アドバイザー登録。自身でも無農薬無化学肥料栽培の田んぼを 3 反歩
（30a）始める。H25 には中間支援組織里山プロジェクトを協力隊の仲間と共に設立し、協力隊サポート業務開始。H29 には（一社）
里山プロジェクトを NPO 法人傘下で 5 年間連れ添った仲間と共に設立。これまでの業務を事業として継続しながら民営化し代表を務め
る。H30総務省地域力創造アドバイザーに十日町市と新潟県に推薦され認定。令和4年度ふるさとづくり大賞　団体表彰(総務大臣表彰)
受賞。その他、地域に必要とされる取り組みを次々に立ち上げ、継続的な事業とし、また時に既存の団体を継承し、地域の暮らしを中
から支えている他、関係人口の創出や関りも広げている。

〈 時 間 〉 14 : 0 0 ～ 16 : 3 0

〈 講 師 〉 一般社団法人里山プロジェクト 代表理事 小山  友誉  氏

地域おこし協力隊の活動から見る、持続・継続していくための活動の進め方、地域との関係づくり、地域に必要とされる活動を事業化
していく上で大事なことなどを学び、グループワークや質疑応答を交えながら双方向での学び合いを進めていきます。活動を安定化さ
せていくプロセスと目の前の活動以外にどんなことに取り組むといいのか、持続・継続した取り組みにしていくために必要なことは何か、
地域おこし協力隊の任期後、地域に残る意欲はありながらも仕事として継続できず、地域に定着できていない ( 協力隊の任期中に自立
化に向けた準備・支援が弱い？ )。地域に根づき、必要性に応え続ける地域づくりの担い手になるような講義にします。

〈 講 座 内 容 〉

c l a s s 2

詳 細 ・ お 申 し 込 み は こ ち ら ！
h t t p s : / / a s h i k a m o . m e d i a / s k i l l u p - 2 0 2 3
定員…（協力隊分も含め）各回 1 0 0 名　お申し込み締切日… 2 0 2 3 年 1 2 月 4 日 ( 月 )

講 座講 座

日2 0 2 3 / 1 2 / 1 0
参 加 無 料

座 学
編

地域の課題解決や願いの実現に向けて活動していく地域づくり活動。活動を継続していく上

では、仲間や資金を集め、限られた資源を計画的に活用し、事業に展開し、価値を生み出し、

新たな仲間や必要としている方々との出会いをつくる…という循環が大切になります。とは

いえ、「それぞれの段階で何をすればいいのか分からない」という声も聞きます。そこで、地

域づくり活動を実践的に行うゲストから、その具体を含めて学んでいく講座を開催します！

会 場
栃 木 県 庁 東 館 4 階 講 堂 （ 宇 都 宮 市 塙 田 1 - 1 - 2 0 ）
※ お 車 で お 越 し の 方 は 、 栃 木 県 庁 地 下 駐 車 場 を お 使 い く だ さ い
※ 県 庁 の 開 館 及 び 地 下 駐 車 場 の 利 用 開 始 時 刻 は 9 : 4 5 で す

日 時 2 0 2 3 年 1 2 月 1 0 日 ( 日 )  1 0 : 3 0 ～ 1 6 : 3 0
※ 1 0 : 0 0  開 場 ・ 受 付 開 始 、 1 2 : 3 0 ～ 1 4 : 0 0  お 昼 休 憩 （ 各 自 ）

1 2 : 3 0 ～ 1 4 : 0 0  お 昼 休 憩 （ 各 自 ）


